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研究成果の概要（和文）：　癌患者における末梢血中の単球の動向は未だ不明であり、本研究では頭頸部癌患者
の単球の亜群の動向を明らかにするため、癌患者の単球の発現分子を調べ、腫瘍組織の免疫染色を行った。
　その結果、癌患者ではIntermediate monocyteの比率が低下し、免疫抑制性分子の発現が増えていた。さらに
癌患者のIntermediate monocyteは未熟であり、それが予後不良因子に相関することが分かり、単球の制御が新
たな免疫療法のターゲットとなり得ることが示唆され、それは試験管内の実験でも確認できた。
　この成果は国内外の学会で報告され、現在英文国際誌に投稿中である。

研究成果の概要（英文）：Roles of circulating monocytes in patients with cancer have been still 
unclear.  This study investigated expressions of molecules in monocytes and primary tumors in head 
and neck cancer patients to elucidate features of monocyte subsets.
As a result, proportion of Intermediate monocyte was decreased and expressions of immunosuppressive 
molecules was increased in cancer patients.  Moreover, Intermediate monocyte was immature in 
patients with cancer, and that was associated with unfavorable prognosis.  These results suggest 
that control of monocyte may be a novel target of cancer immunotherapy, and were also confirmed in 
vitro experiments.  A part of the results have been reported in scientific meetings, are ready to 
submit to an international journal.

研究分野：腫瘍免疫
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１．研究開始当初の背景 
単球はマクロファージや樹状細胞などの
抗原提示細胞の、末梢血中における前駆細胞
である。近年単球はその CD14と CD16の発
現によって、3 つのサブセットに分かれるこ
とが明らかになり、特に CD16 陽性の
Intermediate / nonclassical monocyteは、炎
症性サイトカインを分泌したり血管新生を
促したりして、炎症の中心的な役割を果たす
ことが明らかになってきた。さらには血管壁
の脂質代謝や動脈硬化、に関与することが注
目を浴びているが、癌患者における末梢血中
の単球の役割は、未だ明らかになっていない。 
さらに癌細胞に多く発現している免疫抑
制性分子 HLA-G の受容体が、CD16 陽性単
球に発現する ILT2/ILT4 であることが分か
っており、これら癌細胞上の免疫抑制性分子
と単球が抗腫瘍免疫応答に深く関与してい
る可能性が示唆される。 

 
２．研究の目的 
 癌患者、特に頭頸部扁平上皮癌患者の末梢
血における、単球サブセットの動向やその分
子発現プロファイルを明らかにする。またそ
れらと原発巣の腫瘍組織の分子発現や血管
新生との関係を調べる。 
 それらによって最終的に、単球をターゲッ
トとした免疫療法の可能性を模索する。 
 
３．研究の方法 
 頭頸部扁平上皮癌症例 54 例と、非癌症例
24 例の末梢血単核球を分離し、multi-color 
flow cytometryにて単球のサブセットを解析
し、さらにそれぞれの分子発現を調べた。以
下の分子発現を調べた： 
抗原提示分子：HLA-A/B/C・HLA-DR・HLA-G 
免疫抑制性受容体：ILT2・ILT4・PD-L1 
血管新生因子：Tie-2・MFG-E8・CD51(Integrin 
V chain) 
成熟マーカー：CD68・CD163・CCL2・CX3CR1・
slan 
 一方、原発巣のパラフィン包埋検体の
HLA-G と MFG-E8 の免疫組織学的染色を行い、
また CD34 染色による腫瘍血管の密度(MVD：
mean vessel density)を測定した。 
 また in vitro study として、健常人末梢
血から分離された単球を、頭頸部扁平上皮癌
細胞株 HSC-4・Gun-1 と共培養し、発現分子
の変化を調べた。 
 
４．研究成果 
 癌患者ではCD14+CD16-Classical monocyte
の比率が非癌患者と比べて減少し、
CD14+CD16+ Intermediate と CD14dimCD16+ 
Nonclassical monocyte の比率が増加してい
た。また Intermediate monocyte の HLA-G 発
現が著明に増加していたが、HLA-G の受容体
ILT2・ILT4 は有意な変化は見られず、また原
発巣のHLA-G発現とも相関は見られなかった。
Intermediate monocyte では”Eat me signal”

で あ る MFG-E8 の 受 容 体 で あ る CD51 
(Integrin V chain)の発現が増加していた。
このように癌患者においては Intermediate 
monocyte の機能が重要であることが示唆さ
れた。 
さらに全てのサブセットにおいて、免疫抑
制性分子 PD-L1 の発現が増加しており、がん
患者の単球に免疫抑制機構が働いているこ
とが分かった一方で、免疫療法の新たなメカ
ニズムを見出した。 
一方で in vitro でも同様の検討を行い、
頭頸部癌細胞株と健常人由来の単球を3日間
共培養したところ、単球のほとんどが
Intermediate monocyte に分化した。さらに
Intermediate monocyte 上の HLA-DR の発現が
優位に低下し、HLA-A/B/C も低下する傾向を
認め、また患者検体の解析同様 CD51 の増加
を認めた。 
原発巣の HLA-G, MFG-E8 発現と血管新生の
指標である MVD を調べたが、末梢血の単球に
おける発現分子や臨床病理因子との有意な
発現は認められなかった。すなわち予想に反
して、原発巣の HLA-G はその受容体である単
球上の ILT2/ILT4 発現と相関せず、また血管
新生因子かつ貪食促進因子である MFG-E8 発
現は、単位面積当たりの新生血管数(MVD)や
単球上の受容体CD51発現と相関しなかった。 
さらに臨床病理因子と、末梢血中単球のパ
ラメータとの関係を調べた。単球の成熟マー
カーである CX3CR1 の発現は、神経浸潤・再
発・死亡と有意に関係し、同じく成熟マーカ
ーの HLA-DR は患者死亡に相関した。 
またログランク検定により、Intermediate 
monocyte の HLA-A/B/C 発現と disease free 
survival (DFS)が相関し、また Nonclassical
の ILT2 や CX3CR1 が DFS や overall survival 
(OS) が 有意に相関を示した。さらに
Classical と Intermediate monocyte の成熟
マーカーの CD68 と CD163 は、DFS と OS に相
関した。 
以上の結果の一部は国内外の学会で発表
され、多くの反響を呼んでいる。現在最終報
告 を 英 文 で ま と め 、 Clinical Cancer 
Research 誌に投稿中である。 
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